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プログラム作成の趣旨
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※１）
コンピテンシーとは、成果主義と併せて用いられる考え方で、「高い業績を上げる人材に見られる特性」とか「高
い成果を実現していくことができる行動特性」等と定義づけられる。人間は、持って生まれた人格や性格、才
能等の上に、後天的な教育により、知識を習得したり、経験を通じてスキルを身につけていくが、行動特性が
適切でなければそれらを十分に生かすことができない。コンピテンシーは、姿勢、考え方、行動、価値観、こ
だわり等を示すものである。

プログラムの性格

プログラムの構成



3

島
根
県
の
市
町
村
栄
養
士
数
の
推
移

（
人
）

Ｈ
10
年

11
年

12
年

13
年

14
年

15
年

16
年

17
年

19
年

栄
養
士

10
11

24
23

25
27

35
34

34
（
常
勤
の
み
）

10
11

24
23

25
24

24
24

25
※
市
町
村
栄
養
士
数
は
増
え
て
い
る
が
、
常
勤
職
員
は
横
ば
い
。

　（
臨
時
・
嘱
託
職
員
で
の
対
応
が
増
加
の
傾
向
）

図
１
　
新
任
栄
養
士
の
現
状
と
課
題

■
行
政
の
栄
養
士
に
な
れ
て
う
れ
し
い
。

■
名
前
を
覚
え
て
も
ら
っ
た
。

■
仕
事
以
外
の
場
所
で
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
。

■
人
前
で
前
を
向
い
て
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
地
域
へ
出
か
け
る
こ
と
で
、
地
区
ご
と
の
特
徴
、
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
地
区
活
動
と
い
う
概
念
が
わ
か
ら
な
い
。

■
行
政
の
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い
。

■
栄
養
士
１
人
で
ど
こ
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
い

て
仕
事
を
し
た
ら
い
い
の
か
が
わ
か
ら
な

い
。

■
「
栄
養
士
で
す
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
な

い
こ
と
が
あ
る
。

■
新
任
な
の
に
、
ベ
テ
ラ
ン
と
同
じ
レ
ベ
ル

を
求
め
ら
れ
て
も
…
。

■
子
育
て
経
験
が
な
い
の
で
、
お
母
さ
ん
た

ち
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
ど
ん
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

■
職
場
に
栄
養
士
が
自
分
だ
け
だ
と
一
人
で

か
か
え
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
。

■
栄
養
業
務
以
外
の
業
務
が
多
く
、
自
分
の

中
で
整
理
で
き
な
い
。

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
、
企
画
力
。

◆
行
政
職
員
と
し
て
、
法
令
に
基
づ
い
た

職
務
の
進
め
方
。

◆
今
の
国
の
流
れ
、
県
の
流
れ
を
見
な
が

ら
、
こ
の
事
業
を
進
め
て
い
る
と
い
う

意
識
を
持
つ
。

◆
地
域
の
実
態
把
握
の
方
法
。

◆
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
新

人
で
も
ベ
テ
ラ
ン
で
も
同
じ
。
専
門
職
と

し
て
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

◆
栄
養
士
で
あ
る
こ
と
を
自
分
か
ら
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
時
代
。

◆
自
分
な
り
の
や
り
方
で
進
み
が
ち
。
誰

か
と
交
わ
る
こ
と
で
修
正
が
必
要
。

◆
研
修
へ
の
参
加
意
欲
は
高
い
。

◆
行
政
に
入
っ
て
何
が
し
た
い
か
、
イ

メ
ー
ジ
を
も
っ
て
就
職
し
て
い
な
い
。

◆
何
を
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
！

◆
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
し
か
見
え
な

い
。
計
画
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
意
識

し
て
ほ
し
い
。

◆
求
め
ら
れ
て
い
る
栄
養
士
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
せ
ず
に
働
い
て
い
る
。

◆
日
々
の
事
業
を
こ
な
し
て
い
く
の
に
一

生
懸
命
。
全
体
を
見
る
視
点
が
弱
い
。

◆
事
業
を
こ
な
す
う
ち
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ

け
が
つ
い
て
い
く
。

■
専
門
技
術
、
話
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
は

か
り
た
い
。

■
分
野
が
広
す
ぎ
て
た
い
へ
ん
だ
け
ど
、
自

分
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
重
点
的
に
取
り
組

み
た
い
。

■
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
が
い
た
ら
い
い

な
。

■
職
種
の
ち
が
う
上
司
に
も
育
て
て
も
ら
い

た
い
。



4

図２　実践プログラムの構成

１．新任栄養士の使い方

保
健
活
動
に
用
い
る
活
動
技
術

〈小集団の目的による分類〉
◇健康教育、相談会などに集まった人々で構成する小集団
　（例：食生活改善推進員養成講座、母親教室、乳幼児教室など）
◇高齢者クラブやボランティアグループなどのメンバーで構成する小集団
◇同じ疾患や課題を抱えた人々を対象とした保健事業に参加している小集団
　（例：糖尿病教室、骨粗鬆症予防教室、転倒予防教室など）
◇同じ疾患や課題を抱えた人々が目的を持って活動している小集団
　（例：クローン病友の会、パーキンソン病友の会、糖尿病友の会など）

個に対する支援活動（個別支援）

小集団への支援活動（グループ支援）

地域（住民・集団）を対象にした保健活動

主にケースワーク

主にケースワーク

地域診断

コミュニティー・オーガニゼーション

STAGE 1

STAGE 2

人材及び住民組織の育成、連携体制づくり
STAGE 3

STAGE 4

コミュニケーション・オーガ二ゼーション＝地域組織化事業
プロセス
　Plan（計画）
　　◇情報収集（統計情報、住民調査や社会資源調査）
　　◇情報の解析
　　◇共同計画の策定
　Do（実施）
　　◇計画、事業の実施
　Check（評価）
　　◇事業の評価
　Action（改善）
　　◇計画、事業の見直しや修正

◇地域住民の健康上の課題とその背景を明らか
にするとともに、その解決方法を見いだす保健活
動の１つのプロセスであり技術である。

地域で健康づくり及び栄養・食生活の取り組みを
推進する社会資源（人材・施設・関係機関）を把握
し、課題解決のために有効な連携体制。

2
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２．指導者の使い方
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１年目 ２年目

１年目

２年目

・組織の一員と
　しての自覚
・報告、連絡、相談
・上司との人間関係

●個別ケースのケアマ
　ネジメントができる。

○法的根拠が理
　解できる。

○行政運営に必要な事務
　処理が実践できる。

●問題の少ないケースに
　一人で指導ができる。

○予算の仕組みと事業要
　求の関連性の理解がで
　きる。

主体性をもって
仕事に取り組む
ことができる

計画策定、評価能力・地域診断能力
ヘルスプロモーション活動能力

コーチング能力・施策提案能力・組織管理能力

○担当業務の内、事
　業運営ができる。

○健康危機管理への
　知識を習得する。

●健診等を見学し、個別の
　栄養指導の手法を理解で
　きる。

▼教室等を見学し、
　地域やグループの
　特性を把握する。

▼教室等の副
　担当として、
　実践を学ぶ。

▼マニュアル化された
　教室等を一人で企画
　運営を実践する。★地域活動を見

　学し、地域の
　特性を知る。

★地区視診ガイドライン
　により、地域を把握す
　ることができる。

★地域の健康課題を抽出、
　明確化することができる。

●個別のケースの課
　題をグループや地
　域の課題へ整理す
　ることができる。

▼教室や事業の課題を
　元に、地域活動につ
　なげるように整理す
　ることができる。

健康長寿日本一
健康で明るく、生きがいをもって生活できる社会づくり

一次予防の重視 健康を支援する
環境づくり 目標等の設定と評価 多様な実施主体による

連携の取れた効果的な運動の推進
住民主体の地域活
動の推進

★地域の実態を反映した事業提案ができる。
　地域づくり活動の具体的な展開方法が理解できる。
　地域課題解決のための組織化ができる。

専門的知識・技術の指導

■地域において健康づくり及
　び栄養・食生活改善を推進
　している人材を把握する。

■関係団体の活動
　を把握する。

■関係団体の活動を地域
　課題にそって、整理す
　ることができる。

図３　新任栄養士の到達目標

図の中の記号の説明：●個別支援　▼グループ支援　★地域づくり活動　■人材育成　○行政能力

3
新任栄養士の到達目標
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図４　地域保健活動実践能力の構造

図５　１年目に育成したい実践能力の構造

地域保健活動実践

専門能力
地域社会

行政組織

行政能力

基本的能力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

＜参考：「新任時期（１年目）の人材育成プログラム評価検討会報告書」＞

　１．求められる能力

　２．１年目に目指したい到達目標と行動目標

地域社会

行政組織

専門能力

行政能力

基本的能力

コミュニ
ケーション

地域保健の視点

基本的な個別支援
のための知識・技術

法的根拠の
理解

行政職員としてのモラル、
倫理観

基本的な個別支援の実施 担当する保健事業を実施

法令、事業体系、
政策・方針の理解

組織の一員と
しての自覚

連絡・報告

担当する保健事業
のための知識・技術
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個別への食生活支援の到達目標

ちょっと頭に入れておいてね！
　従来の栄養指導は、知識・技能の伝達や生活改善のための具体的なアドバイ
スが中心となりがち！
　短時間で、相手の行動変容につながる有効的な支援のためにも、栄養カウン
セリングの手法を積極的に取り入れてみましょう！

対象者の思いを「受容」「共感」「自己一致」
　相談される方には「こんなに頑張っているのに！なぜ？？」との思いが少な
からずあるものです。まずは、対象者の労をねぎらい、悩みや考え方を肯定的
に受け止めてあげましょう。それが支援の第一歩です。

どんなケースから支援すれば良いのかな??
　まずは、健診時の支援や栄養相談など、多くの対象者に関わってみましょう。
地域や、世代の特性を把握するチャンスです。難しいケースについては、先輩
栄養士や保健師に相談しましょう。

4
STAGE 1 個別への食生活支援から始まる地域づくり
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Check-Point 1

事前に情報を整理して、支援の目的を明らかにしてから実施できましたか。

指導媒体の準備はできましたか。

◇準備

◇優先順位をつける。

　対象者の人数により、全員の方に栄養相談を受けてもらうことが難し
い場合も…
　関係スタッフと、栄養相談を受けてもらう対象者（優先順位）につい
て検討し、必要な方の食生活支援ができる体制づくりが大切です。
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◇支援の実施

Check-Point 2

食生活支援が必要な対象者をスタッフで確認することができましたか。
・問診や指導の際に栄養相談を受けてもらう人を抽出し、栄養士が支援できるよう、体制が整い
ましたか？

食事については、教科書どおりの支援では理解してもらいにくいことも…
　地域の食材の活用法や、調理の工夫、食事環境など具体的な情報提供もでき
るように、栄養士自身経験を積むことも重要です。
　普段の生活の中でも、食に関する情報や体験にアンテナを張っておくことも
大切ですね。

栄養相談がはじまるまでは…
　栄養相談は、診察の後最後に行われる場合が多いようです。それまで栄養士
は何をしているの??
　待っておられる方を対象に、集団指導を行ったり、食品展示を見てもらった
りといろいろ役割を考えてみてね。
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Check-Point 6

１つ１つの事例の記録を整理しましたか。
→半年１年のまとめた個別サマリー
→課題が共通している事例のサマリー
→事例から課題の整理とつながるので１つ１つを大切にしましょう
→このニーズを地域のニーズへつなげましょう

ちょっとまってね！
　いろいろな問題を持っている人、拒否される人も本当は支援を待ってお
られます。まずは対象の方といい出会いが大切です。いい出会いを提供す
るために、「何かしなくっちゃ」と気負わずに対象の方の困っていること
や悩みなどをよく聴きましょう。対象者の方は、裏切らない人、安心でき
る人、見捨てない人、理解してくれる人を待っています。あなたの「温か
い気持ち」は相手にきっと通じますよ。
　健診での栄養相談は１度限りになってしまうものも少なくありません。
継続支援の必要と思われるケースは、保健師と連携しフォローしていくよ
うにしましょう。

　食生活支援したケースのみでなく、問診票や対象者の状況
から、栄養面で気になる点、わからない点があれば、発言し
てみましょう。多職種でのカンファレンスがより有効な場と
なると思います。

Check-Point 3

対象者との関係づくりを大切にできましたか。

Check-Point 4

支援をして、個人や家族、食環境など見ることができましたか。

Check-Point 5

健康問題を核として、生活上の課題を総合的に捉え援助できましたか。

◇ケースカンファレンス
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◇報告をする。

◇関係機関と連携する。

◇課題を整理する。

Check-Point 7

他の機関からの依頼を受けて訪問した場合は、すぐに依頼機関に報告しましたか。

帰ったら、席に座る前に、指導者にまず報告してね。
　①支援目的、援助内容
　②その目的は達成できたか
　③問題点は
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指導者の関わり：支援スケジュールを立てて指導しましょう

Check-Point 8

　個別支援だけでなく、今後グループ支援や地域づくり活動に発展させるために、押
さえておく事柄。

支援したケースは、必要かつ十分な保健福祉医療サービスを受けていますか。

支援したケースだけでなく同じような対象全体の（子育て中の方や壮年期、要
介護の方等）主なニーズは何かが明らかになっていますか。
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⑴　食生活支援記録票
の活用

⑵　個別の関わりから
事業化へ

○情報管理の方法

《個別への食生活支援記録票》

食生活支援記録票
対　象　者　氏名：　　　　　　　　　（　　　　歳），　性別：男・女

住　　　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，電話：

相談場所等　場所：自宅・他（　 　　），　　年　　月　　日（　 ），　　時　　分～　　時　　分

■支援目的　　初回・　　回目（初回の場合は訪問に至る経緯を記載）

■家族関係

■観察事項
主観的データ（Ｓ）

客観的データ（Ｏ）

■評価（Ａ）

■今後の計画（Ｐ）

■援助内容・反応
栄養士の援助内容

対象者・家族の反応

■特記事項

栄養士氏名：

様式１

栄養士の支援目的を記載しましょう。（ex 肥満の改善 等）

支援に関わる家族関係について記載する。（調理担当者や、兄弟 等）

対象者本人、家族等から得た情報
（ex 朝は食べない。毎日ジュースを飲む 等）

専門家の目から観察した結果、あるいは検査から得た情報
（ex 体重、身長、各種検査データ 等）

上の二つから引き出された結論。
（ex 規則正しい生活習慣が身に付いておらず、食事のリズムが整っていな
い。間食の頻度が多く、食事が十分にとれていない。）

栄養診断、栄養治療、教育計画
（ex 朝７時に起きる。間食の時間と量を決める。 等）

支援目的、今後の計画と対応するように記載する。

相談者（対象者・家族）の意志を示す。
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

１．訪問記録の基本的な考え方
　⑴　「記録」の意味は何か。

２．具体的な記録の書き方
　⑴　訪問記録のとり方の基本は「正確で、他人にとっても分かりやすいものにする。」

「客観的に事実（見たまま、訴えられたまま）を記載する。」って？
ポイント：何がどのように置かれているかの状況を、見たままに書く。

ありがちな記載 こんなふうに、記載しよう!!

●食卓には、昼食の食べ残しがそのままに

なっている。

●ゴミ箱はゴミがあふれて、畳には足の踏み

場がないほどに衣類などが置かれている。

●一点を見つめて、じっとしている。

●声に抑揚がなく、口調が単調で変化がない。

訪問記録の書き方Point :
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

３．記録をする際の注意事項
　⑴　記録で行うべきこと

「客観的に事実（見たまま、訴えられたまま）を記載する。」って？

こんなふうに、記載しよう!!

●離乳食準備期にあるが、カットしたフルー

ツを手に持たせ、なめさせている。このこ

とから、誤えんの危険があり、離乳食の進

め方に関する知識が不足している。

記入する際の注意：頻度、いつ、どこで、だれが、
何を、どのように、どうしたかを記載する。

これはしちゃダメ!!
　●意味のない語句や攻撃的な表現をする。
　●レッテルを貼ったり、偏見による内容を記録する。
　●あいまいな表現をする。
　●略語やイニシャルを使う。
　●修正液による修正をする。
　●記録の途中で行を空ける。

「最近では、訪問記録は、公文書として情報公開請求があると
提出が必要になっているよ」

ありがちな記載
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企画して
みましょう。

保健事業実施の到達目標

STAGE 2 教室やグループ支援から始まる地域づくり活動

◇企　画（２か月前）

Check-Point 1

実施する事業の必要性が整理できましたか？
・地域の課題を解決するために実施している事
業かをはっきりさせることが必要です。

Check-Point 2

企画する前に、スタッフ間で意見交換を行
い、意思統一を図ることができましたか。
・この事業の目標を明確にしましょう。

Check-Point 3

目標に合った事業計画を立てることが
できましたか。
（「教室等グループ支援計画・評価記録用紙」）（様式４）

Check-Point 4

実施に向けた、具体的な作業手順やチェッ
クリストを作り、係やグループで共有し、
進行管理をすることができましたか。
（「仕事の手順シート」「事業実施までのチェックリ
スト」）（様式２、３）
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◇事前準備１（１か月前）

Check-Point 5

資料は受講生にわかりやすい資
料ができましたか。
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◇事前準備２（１か月前）

◇実施（当日）

◇実施後

Check-Point 6

講座終了後のアンケートの声だけでなく、
調理実習中やグループワークでの受講生
の声をきちんと記録に残しましたか。
・役割分担の中に記録係をきちんと決めましょう
・そして、住民からの意見をスタッフは「逃がさ
ず」「もらさず」記録し後で整理をしましょう。

Check-Point 7

受講生の意見は、テーマからはずれても、
聞き流したりしないで、最後まできちん
と聞くようにしましたか。

Check-Point 8

アンケートの結果をスタッフ反省会で検
討し、今後の講座でどのように応えてい
くか整理ができましたか。
・記録は「次からの講座に活かすため」「今後の活
動の方向性を考えるため」実施しているので、記
録の意見を整理して、スタッフとしてどう応える
かを検討しましょう。

声の大きさ、表情、話し方、
話す速さ参加者とのやりと
り…も大切です。
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◇実施後（講座修了後）

◇年度末に!!

Check-Point 9

食生活改善推進員として活動できる内
容の講座でしたか。
（「教室等グループ支援計画・評価記録用紙」）（様式４）

Check-Point 10

「教室等グループ支援計画・評価記録用
紙」（様式４）をもとに、年度末には「保
健活動・事業評価票」（様式５）を作成し
年間活動計画書や市町村活動計画書の
検討資料ができましたか。
今回の事業の発展のために。
毎回の事業の記録（評価）→半年の事業のまとめ（中
間評価）→１年間の事業のまとめ（事業評価）→次年
度事業計画→新たな事業の展開へ発展させましょう。

Check-Point 11

「食生活改善推進員養成講座」を通して、新たな課題について明らかになった点
や気づいた点がありますか。

Check-Point 12

「食生活改善推進員養成講座」を通して気づいた新たな課題や事柄を他の事業に
活用しようと思いますか。それはどんな事業ですか。

Check-Point 13

「食生活改善推進員養成講座」を通じて気づいた新たな課題を解決するために、
新たにどんな取り組みができると思いましたか。

Check-Point 14

協議会やグループの方とのコミュニケーションが持てましたか。

STAGE ４：地域活動について考えてみましょう
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指導者の関わり：支援スケジュールを立てて指導しましょう

　　　…作業手順やグループの特殊性を把握しましょう。

　　　…指導者、育成アドバイザーの助言を受けながら実施。
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

１．事業の記録の目的

２．事業の記録の書き方
　⑴　グループ支援の記録のポイント

　⑵　事業の記録の基本的要素

事業記録の書き方、グループ支援の記録の書き方Point2 :
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教室等グループ支援計画・評価記録用紙
＜対策＞ ＜地域の健康課題は何か??＞

課題を解決
するために

教室で見い出した課題 他の事業の中で解決した方が良い事柄 あらたな事業の提案

様式

保健活動・事業評価表
様

目標に沿った
開催日時、場
所、対象者選
定。

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

　⑶　今後の事業の発展のために

表２　教室等グループ支援計画・評価記録例

表３　保健活動・事業計画表例

Do

Check

Plan

Action

課題を解決するために、本日の教室では何を
目標としているのかを具体的に記載する。

活動・事業名
（名は体を表しているか？）

誰を対象にしますか？
事業だったら何人を対象としますか？
例えば募集人数とか。

教室・事業の目標を明確にしましょう！
現状を踏まえて、何をこの教室や事業はね
らっているかを再確認しましょう。
簡潔に記載しましょう。
例えば
お母さんのディマンドである「勉強したい」
にあわせて目標を「知識の向上」ではなく、
本当のニーズである「孤立化している母親
に対する仲間作りの場」と考えると目標は
「①育児に対する不安の解消ができる　②
お母さん同士の仲間作り（ネットワークづ
くり）ができる」などになります。
本当の目標はなにかを考えましょう。

目標を達成するための方法です！
ここから書き始めてはいけません。
目標を達成するために、どんな
内容が必要かを考えましょう。

教室・事業の課題は何
でしょうか？
「目標そのもののズ
レ」、「予算」、「マンパ
ワー」、「方法」…課題
を挙げてみましょう。

ここが書ければできたも同然です。…
常に戻るのは「目標は何だっけ…」です。

目標に沿った具体的な評価をする。

上記の目標を達
成するために、
具体的なプログ
ラム（方法）を
記載する。

具体的なプログラムが
ねらい通りに運営でき
たのか？
参加者の反応はねらい
通りであったのか？

具体的なプログ
ラム１つ１つで
何をねらって実
施するかを明ら
かにする。

対象の母集団は？
例えば「痴呆性老人の家族の
集い」の母集団は「痴呆性老
人とその家族の数」です。

どのくらいの期間､何回実施し
ますか？

参加者は何人ですか？

何をもって目標が達成されたと
しますか？
数値目標あるいは定性的目標が
あります。
定性的目標には「参加者の不安
や悩みが共有できる」「関係機
関の知識や理解が深まる」など
があります。

従事者の職種・人数は？
事業・活動を裏付ける法令・通知は？

事業を通じて明らかになった又は気づい
た新たな課題は何か考えてみよう！

気が付いた新たな課題や事柄を他のどん
な事業で展開できるか考えてみよう！

教室を通じて気づいた新たな課題を解決するため
に、新たにどんな事業提案が必要か考えてみよう！

課題を解決する方法とし
て○○教室が存在する。
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

ポイント

１．スタッフとしての準備することは…

２．話し合いしやすい雰囲気を作りましょう

さあ座談会です…住民の声を引き出しましょう…

どうしたらいいでしょうか？
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STAGE 3 人材及び住民組織の育成、連携体制づくり

人材及び住民組織の育成、連携体制づくりの到達目標
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地域において

健康づくり及

び栄養・食生

活改善を推進

している人材

を把握する

地域にある関

係組織・関係

団体の活動を

把握する

地域課題を解

決するために

有効な連携の

あり方につい

て検討

関係団体の活

動を地域課題

に添って整理

する

地域課題に
添った人材育
成をはかる
（研修会、連
絡会等）

地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
組
織
化

STAGE ４：地域活動について考えてみましょう

楽しく業務を進めていくポイント！

◇先輩栄養士のつぶやき…
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健康課題の明確化はどこから
始めてもいいよ。またどんど
ん先に進んで、課題として不
足していると気づいたら、そ
の時点で加えればいいよ。

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

１．目的の確認

２．活動過程の特徴
Plan（計画）－Do（実施）－Check（評価）－Action（改善）

PDCA
　⑴　Plan（計画）を立てるための、情報収集とその解析

地域を知るための考え方

①すでに整理されている保健情報を含む既存資料の収集、解析し、課題を整理する。

②日頃の保健活動を通して、保健師自身が主観的に感じている課題を整理する。

③①と②をもとに職場の同僚や関係者と意見交換し、課題を検討する。

④③の課題の影響、要因等を把握するために、必要に応じて不足の情報について整理する。

⑤④をもとに、住民の意見を、フォーカス・インタビューや
グループ・インタビュー等の手法を用いて明らかにする。

⑥インタビュー調査の結果を元に、住民全体の意見を量
として把握するためにアンケート調査を実施する。

⑦以上をもとに地域の健康課題を明確にする。

健康課題の明確化の手順

STAGE 4 地域づくり活動の具体的な展開例
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課題解決のために組織化できる社会資源に関する情報を収集・分析する手順

　★地域の健康課題の抽出と明確化

地域の健康水準を衛生統計指標で見て、説明できますか。

　地域や市町村の健康水準の健康マップが作成できますか。

　住民の声や保健関係者の意見を科学的にまとめる方法を知っていますか。

　例えば：

　地区の健康課題を明らかにする調査を設計することができますか。

　住民の声をきちんと記録にして、整理ができていますか。

　★地区や地域における人的・物的資源の把握

　地区視診等を使って、地域の情報を収集しましたか。

　関係機関や関係組織と積極的な連携を図っていますか。

　組織の歴史や活動状況を把握していますか。

　組織のリーダーとなる人の問題意識を知っていますか。

　組織のメンバーの問題意識を知っていますか。

組織化をする場合は、組織のリー
ダーとなる人やメンバーの問題意
識等を把握することが重要だよ。

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

①社会資源の把握をする。

②課題解決と関係した地域組織の状況を詳細に把握する。

③課題解決と関係した関係機関の活動状況を把握する。

④①、②、③の情報をもとに健康課題を解決するために自治体はもちろん、関係機関や
関係団体の取り組み上の課題を明らかにするとともに、どのように組織化していくか
を分析検討する。（その際それぞれの機関等の社会的使命に着目する。）
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図６　対策の具体化をする際の分類の仕方

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

ここからあとはちょっとむずかしいかな！
３年目以降で目指してください。でもやってみたい人は

どんどんチャレンジしよう！

○主に個人がすること

○主に家族がすること

○主にグループがすること

○主に団体や行政以外の機関等ですること

○主に行政がすること

　⑵　Plan（計画づくり）からDo（活動・事業の実施）

　　①解決すべき問題に優先順位をつけ、地域組織や関係機関との意見交換を通じて問題の
共有を図る。

　　②解決すべき課題の解決方法を様々な角度から検討し、大まかな対策を立てる。

　　③大まかな対策を実施するために具体的にどこが何をしたいのか、何をすればいいのか
を整理する。その際、解決策を下記の分類で整理すると良い。その際関係者同士が「ど
のように連携を図るか」という点についても十分検討する。

　　④解決策のうちできるものから取り組んでいく。
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

　★健康課題の共有化をする。

資料を提示するときは、その資料から何が伝えたいか、訴えたいかが分かる資料
を作りましたか。

目的目標に沿った具体的な地区活動計画を立てる。この際住民とともに立てましたか。

　★目標を明確にし、住民の方と共有する。

スタッフ間で地域の健康課題や方向性について意思統一をしましたか。

○○対策や○○事業を実施する理由が説明できますか。

目標が明確になっていますか。そして、説明できますか。

目標を地域や地区やグループで共有するための努力を行っていますか。

具体的に列挙：

住民と一緒に地域や市町村の有るべき姿（目標・願い）について共有していますか。

　★地域活動計画づくりをする。

計画づくりに住民の参加を得ていますか。

活動計画を作る際に、住民の方の意見を十分に反映していますか。

ビジョンを住民に分かりやすい言葉で文章化していますか。

数値目標を設定していますか。

住民に対する調査に基づいて、数値目標を設定していますか。

個人がすること、家族がすること、グループがすること、団体や行政以外の機関
がすること、行政がすることを住民や関係者とともに具体的にしていますか。

行動目標策定にあたり５つの注意すべき点を確認しましたか。

　①具体的に何を行うかを明記しましたか。

　②実行可能性があることを明記しましたか。

　③予算的裏付けがあることを明記しましたか。

　④関係者の理解が得られることを明記しましたか。

　⑤評価可能であることを明記しましたか。
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋
　⑶　Do（活動・事業の実施）

　⑷　Check（評価）

　★活動の実施をする。

計画のうち実施可能の事柄から実施できていますか。

参加者のだれもが発言できる場が設けられていますか。

スタッフは教える立場ではなく、参加するつもりで臨んでいますか。（住民から学ぶ。）

楽しく、継続的に取り組めていますか。

　★評価をする。

どのような方法でいつ評価するかを明確にしていますか。

評価の公表はどのようにするかを決めていますか。

保健活動・事業評価表を作成し、共有できていますか。

　★地域活動計画から市町村保健計画へ発展させる。

地域活動の年間計画を策定しながら、市町村全体の計画づくりと連動していますか。

地域の役員の方に、市町村の健康づくり計画への参画や推進会議等へ参画しても
らい、市町村活動と地域活動との連動が図られていますか。

さまざまな評価手法
１．アウトプット評価（事業量の評価：訪問回数、健康教室実施回数等）

２．アウトカム評価
（ある政策等を講じることにより、国民に対して提供された
行政サービス等がもたらす成果について、数値等の指標によ
り表現したもの：健康度・有病率・QOL等）

３．プ ロ セ ス 評 価（目標達成に至るまでの過程を評価する）
４．ストラクチャー評価（資源、体制等を評価する：人員・施設・予算等）
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

　⑸　Action（改善）

　★改善をする。

住民の方と一緒に、新たな活動や計画づくりをしていますか。

「エンパワメント」とは

＜参考＞

「エンパワメント」が行われていく（あるいはパワーが獲得されていく）プロセス

第１段階「傾聴」

第２段階「対話」

第３段階「行動」

「エンパワメント」
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

◆島根県の保健活動事例

先先先先先先先輩輩輩輩輩輩輩かかかかかかかららららららら学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶ地地地地地地地域域域域域域域づづづづづづづくくくくくくくりりりりりりり活活活活活活活動動動動動動動ののののののの活活活活活活活動動動動動動動事事事事事事事例例例例例例例

書籍名　「地域がうごく、健康な街づくり」

書籍名　「健康日本21の具体的展開に向けて」

書籍名　「事例から学ぶ　保健活動の評価」



地域における健康づくり及び 

   栄養・食生活の改善業務の体系 
 

 県、市町村いずれにおいても、栄養士の業務内容が高度化、複雑、多様化している

状況の中で、新任栄養士は、所属に 1名の配置という職場が多く、専門分野について

の相談、指導体制の不十分さからくる業務に対する不安や、栄養士としての専門技術

の弱さなどがみられます。そこで、厚生労働省通知平成 25年 3 月 29日付「地域に

おける行政栄養士による健康づくり及び栄養・食生活の改善について」にもとづき、

県及び市町村における健康づくり及び栄養・食生活改善業務について図 7のように改

正しました。これをふまえ、新任者が自分の業務の位置づけを明確にすることにより、

自分の立ち位置を確認するために「新任栄養士業務指針」（様式 9）(様式 10)も改正

しました。 

 これは、新任者が自分の業務の整理をするだけでなく、他職種の指導者、育成アド

バイザー等に行政栄養士の業務を見える形で示し、理解を得るために活用していただ

きたいと思います。 

 

  

 

 

 

 

 

地域保健対策のキーワードは「ソーシャルキャピタル」 

みなさんご存知ですか？！ 

地域保健法（昭和 22 年法律第 101 号）では、厚生労働大臣は、地域保健対策の

円滑な実施及び総合的な推進を図るため、地域保健対策に関する基本的な指針（以下、

「基本指針」という）を定めなければならないとされています。この基本指針が、平

成 24年 7月 31日付け（厚生労働省健康局長通知）で一部改正されました。 

改正の主なポイントのひとつは、 

地域のソーシャルキャピタルの活用を通じた健康なまちづくりの推進！ 

○ソーシャルキャピタルとは・・・信頼や社会規範、ネットワークといった社会資本 

 

行政栄養士が行う「健康づくり及び栄養・食生活改善」においても、ソーシャルキ

ャピタルの核となる人材の発掘・育成や活用が今後ますます重要になってきますね。 

掲載資料 

・図７：地域における健康づくり及び栄養・食生活の改善 

・図８：ライフステージにあわせた市町村の食生活・栄養改善活動（松江市）  

・様式 9 ：新任栄養士の業務指針（県版） 

・様式 10：新任栄養士の業務指針（市町村版） 
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図7　地域における健康づくり及び栄養・食生活の改善　【H27.3月改正版】 厚生労働省健康局長通知　『地域における行政栄養士による健康づくり及び栄養・食生活の改善について（平成25年3月29日付健発0329第9号）』の主旨を踏まえて作成　

≪　業務　≫ ≪　業務　≫

○本庁・保健所相互における施策共有体制の確保

○市町村健診結果や各種調査結果等の収集・整理、総合的な分析
○健康・栄養課題解決に向けた計画策定、評価指標（目標）設定 ○健康・栄養課題解決に向けた計画策定、評価指標（目標）設定
○PDCAサイクルに基づいた施策の推進 ○PDCAサイクルに基づいた施策の推進

○地域の優先的な健康・栄養課題の選択と成果のあがる指導の実施

○地域特性を踏まえた疾病構造、食習慣等の特徴の明確化
○発症予防の効果的な取組の普及拡大する仕組みを作る

○児童・生徒の健康・栄養状態の課題解決に向けた教育委員会との調整

【高齢者】

○施設の種類別等の評価、指導計画の改善

○事業の検証と、より効果が期待できる店舗での実践促進
○栄養表示の制度普及、消費者庁との連携

○在宅での栄養・食生活に関するニーズの実態を把握する仕組みを検討
○関係団体と連携した栄養ケアの拠点整備 ○学生実習の受け入れ、知識・技能の習得に必要な実習体制の確保
○大学等と連携し、地域の技術力を生かした栄養情報の拠点整備

○食育推進計画の策定・実施・評価等について関係部局と調整

○学生実習の受け入れ、知識・技能の習得に必要な実習体制の確保

○食育推進計画の策定・実施・評価等について関係部局と調整

○地域防災計画に栄養・食生活支援の位置づけにむけた調整

○地域防災計画に栄養・食生活支援の位置づけにむけた調整
○災害発生時の被災地への派遣の仕組み、支援体制の整備への関与

○施策の方向性に関する情報共有、優先施策の企画立案及び実施に参
画できるための体制を確保

○市町村が有するデータ及び地域の観察力の活用等、市町村との協働
体制の確保

○市町村・保険者等との連携し、特定健診結果等の情報共有と施策に
生かすための体制の整備

○特定健診等の情報を集約・整理し、地域差に関する情報を還元する
仕組みを作る

○乳幼児の肥満・栄養不良、高齢者の低栄養の実態を集約・整理し、
地域差に関する情報を還元する仕組みを作る

○子どもや高齢者に対する効果的な栄養・食生活支援の取組事例を収
集、整理し、市町村に還元する仕組みを作る

○職能団体等と調整し、医療機関・福祉施設等の管理栄養士・栄養士
の技能向上を図る

○発生の未然防止、平時の準備、発生時の対応等について市町村・関
係機関等と連携し、必要なネットワークを整備

○市町村地域防災計画との連動・調整、関係機関・関係者等との支援
体制の整備

○施策の方向性に関する情報共有、優先施策の企画立案及び実施に
参画できるための体制を確保

○行政栄養士の業務年数等に応じて求められる到達能力の明確化、
配置体制についての調整、能力獲得に向けた仕組みを作る

○健診結果等の分析、各種調査結果や地域の暮らしの観察等も含め
食習慣等を総合的に分析

○集団としての健康・栄養状態の特徴の分析、優先課題の明確化、
効果が期待できる目標設定、効率的・効果的な栄養指導の実施

○設定目標に対する評価検証、課題解決に向けた計画の修正、健
康・栄養課題を明確にした戦略的取り組みの検討

○集団としての評価と課題の明確化、個別支援対象児の特定、課題
解決に向けた取り組み実施

○都道府県・関係機関等と調整し、的確な対応に必要なネットワー
クの構築、支援体制の整備

○都道府県に対して、地域差や効果的な取り組み事例等の情報提供
を請求

○健康増進、介護予防、介護保険での栄養・食生活支援を効果的に
行う体制の確保

【次世代】
○乳幼児健診の身体発育状況の集計・解析

○行政栄養士の業務年数等に応じて求められる到達能力の明確化、配
置体制についての調整、能力獲得に向けた仕組みを作る

○発生の未然防止、平時の準備、発生時の対応等に関する住民への
周知

○都道府県や職能団体と調整し、医療機関・福祉施設等の管理栄養
士・栄養士の技能向上を図る

○高齢者の低栄養の実態把握、背景分析、改善に向けた企画立案、
取り組み実施

○住民主体の活動やソーシャルキャピタルを活用した健康づくり活
動の推進に向け、関係機関等との幅広いネットワークの構築

○他職種と連携した妊娠前の女性のやせや低栄養予防の実施
○家庭、学校、関係機関と連携した取り組みの実施

○管理栄養士・栄養士の配置促進
○栄養管理の状況を的確に評価する仕組みを整備

○市町村の取組支援として、健康・栄養状態や食生活に関する地域差
の明確化と地域差縮小にむけた仕組みを作る

○地域包括ケア体制全体の中で、他職種連携により栄養の課題に取
り組む体制の確保、栄養・食生活支援について関係部局・関係機関
との調整

・健康づくり、栄養情報等の収集 

・国民健康・栄養調査 

・県民健康栄養調査 

・各種調査研究等結果の情報提供 

・県（圏域）健康長寿しまね計画、 

 食育推進計画の策定・実施・評価 

・保健福祉に関する計画への参画 

・管内栄養活動の企画・調整・事業 

 評価 

・市町村との連絡調整 

・疾病別検討会 

・医療機関等関係機関とのネット 

 ワークづくり 

・民間活力の導入・支援 

特定給食施設における栄養管理状況の把握及び評価に基づく指導・支援 

都道府県（県・保健所等）における健康づくり及び栄養・食生活改善業務           市町村における健康づくり及び栄養・食生活改善業務           

企
画
・
調
整
・
協
力
・
支
援
・
連
携
・
協
働
 

組織体制の整備 

健康・栄養課題の
明確化 
 
PDCAサイクルに 
基づく施策の推進 

生活習慣病の発
症予防と重症化予
防徹底のための施
策の推進 

社会生活を自律
的に営むために必
要な機能の維持
及び向上のため
の施策の推進 

健康危機管理への対応 

・給食施設ネットワークづくり 

・給食施設栄養管理等状況調査 

・個別指導による巡回指導、来所

指 

 導 

・集団指導による研修会 

・小規模給食施設等の指導 

・外食栄養成分表示の推進 

・栄養成分等表示の相談対応 

・県、市町村管理栄養士の配置促進 

・庁内連絡調整 

・担当者等会議、研修 

・市町村との連絡調整 

組織体制の整備 

健康・栄養課題の
明確化 
 
PDCAサイクルに 
基づく施策の推進 

生活習慣病の発
症予防と重症化予
防徹底のための
施策の推進 

社会生活を自律
的に営むために必
要な機能の維持
及び向上のため
の施策の推進 

食を通じた社会環
境整備の促進 

保健、医療、福祉及び介護領域における管理栄養士・栄養士の育成 

健康危機管理への対応 

・市町村との連絡調整 

・自主グループへの支援 

・母子保健集計 

・地域活動栄養士の研修、連絡調整 

・食育サポーター等研修 

・新任研修等の人材育成 

・給食施設への研修 

・管理栄養士等養成施設の実習生 

 指導 

・関係部局、関係機関とのネット 

 ワークづくり 

・給食施設への指導、研修 

・防災計画、マニュアルに基づいた 

 対応 

飲食店によるヘルシーメニューの提供等の促進 

地域の栄養ケア等の拠点の整備 

保健、医療、福祉及び介護領域における管理栄養士・栄養士の育成 

健康増進に資する食に関する多領域の施策の推進 

・庁内連絡調整 

 

食育推進のネットワークの構築 

・健康づくり、栄養情報等の収集 

・健診結果等の分析 

・各種調査 

・健康増進計画、食育推進計画の 

 策定・実施・評価 

・保健福祉に関する計画への参画 

・栄養活動の企画・調整・事業 

 評価 

・特定健診・保健指導 

・健康相談、健康教室 

・生活習慣病予防教室 

・疾病別検討会 

・医療機関等関係機関とのネット 

 ワークづくり 

・民間活力の導入・支援 

・乳幼児健診 

・むし歯予防教室 

・離乳食講習会、幼児食講習会 

・訪問栄養指導 

・子育て相談 

・親子食育教室 

・学校保健との連携による栄養 

 相談、指導 

・介護予防事業 

・健康教室 

・訪問指導 

・医療、福祉関係機関、食のボラ 

 ンティアグループ等とのネット 

 ワークづくり 

・研修参加 

・地区栄養士会との連携 

・管理栄養士等養成施設の実習生 

 指導 

・食生活改善推進員、食のボラン 

 ティアグループの育成、支援 

・関係部局、関係機関とのネット 

 ワークづくり 

・防災計画、マニュアルに基づい 

 た対応 

・住民への情報発信 

食を通じた社会環
境整備の促進 

＝ 地域のソーシャルキャピタルを活用した施策の推進 / （ネットワークを活用した）専門的栄養指
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教
室

子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

な
ご
や
か
寄
り
合
い
事
業

高
齢
者
食
生
活
改
善
事
業

（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
へ
委
託
）

高
齢
者
向
け
レ
シ
ピ
の
提
供

（
天
神
ま
め
な
館
）

関 係 団 体 機 関 と の

協 働 で の 取 り 組 み

栄
養
改
善
を
効
果
的
に
進
め
る
体
制
づ
く
り
・
他
職
種
・
他
関
係
機
関
と
の
連
携

訪
問
栄
養
指
導

健
康
ま
つ
え
2
1
食
部
会
活
動
支
援

地
域
活
動
栄
養
士
等
と
の
協
働

松
江
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議

食
生
活
改
善
推
進
員
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
協
働

健康
なま

ちづ
くり

松
江
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

人
材

育
成

食
生
活
改
善
推
進
員
の
育
成
・
研
修

健
康

危
機

管
理

（
健
康
危
機
管
理
）

松
江
市
地
域
防
災
計
画

（
健
康
危
機
管
理
）

法
律

母
子
保
健
法

学
校
保
健
法

災
害
対
策
基
本
法

介
護
保
険
法

食
育
基
本
法

健
康
増
進
法

市
関

係
課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
課

指
導
課
・
学
校
給
食
課

保
健
福
祉
課・
障
害
者
福
祉
課・
生
活
福
祉
課
介
護
保
険
課

７
支
所
・
松
江
市
立
病
院

関 係 機 関

島
根
県
（
健
康
推
進
課
・
松
江
保
健
所
・
保
健
環
境
科
学
研
究
所
）

松
江
市
医
師
会

松
江
市
歯
科
医
師
会

島
根
県
歯
科
衛
士
会
松
江
支
部

松
江
八
束
地
区
栄
養
士
会

松
江
市
公
民
館

松
江
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

松
江
市
社
会
福
祉
協
議
会

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
健
康
栄
養
学
科

松
江
市
総
合
計
画

基
本
目
標
「
癒
し
と
温
も
り
に
満
ち
、
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」



H27.3月改正

行動目標 目標達成のためにすること

□市町村栄養改善業務を把握
する

管内市町村栄養士活動を見学する

市町村栄養士等の役割等を理解し、活動内容
を把握する

□現在設定されている地域課
題が理解できる

地域の情報や事業関連の情報を収集する

圏域計画、事業計画書、事業報告書等から事
業の課題を把握する

事業等を通じて関係機関や関係職種又は住民
からニーズ・情報を収集する

□収集した既存資料や情報等を理解し、分析できる 情報を整理し、保管する

収集した資料をもとにその内容を理解し、必
要に応じて資料化することができる

情報を分析し、課題を明確にする

□地域の実態把握結果等を踏
まえ、調査の企画が立案でき
る

どのような場合に調査が必要であるか判断で
きる

地域の課題を整理し、調査必要性を検討する

調査の目的を明確にする

調査方法を検討し、必要に応じて計画書を作
成する

調査に必要な関係機関や団体等との連絡・調
整することができる

調査に必要な関係機関、団体等を明確にする

調査に必要なスタッフのそれぞれの役割を理
解し、自らの役割を確実に実行できる

必要なスタッフそれぞれの役割を理解し、自
分の役割を明確にする

調査内容・結果を分析し、まとめる

関係者にわかりやすく提示するための資料を
作る

調査結果を適切に分析し、まとめることができる
調査結果を適切に分析し、わかりやすくまと
め、課題を明確にする

□情報の収集・整理・分析及
び提供を実施する

根拠法令を理解する

調査必携の内容を理解する

調査実施市町村、保健所で見学・研修・参加
をする

調査のための予算を確認し、執行する

調査必携に基づき調査を行う

「聞き取り栄養調査の手引き」を理解する

調査方法を関係者に伝えることができる 管内栄養士等に調査の見学を呼びかける

□地域課題に対応できる
既存事業の目的を地域の特性・ニーズと関連
づけて理解することができる

既存事業の目的を地域の特性・ニーズと関連
づける

地域課題が既存事業で解決できる方向にある
のか検討することができる

地域課題と既存事業の目的を関連づけ、事業
検討をする

必要に応じて新規事業を立案することができ
る

関係者や関係機関とともに、既存事業を評価
し、必要に応じて新たな取り組みについて考
える

新規事業に必要な予算・人員等について検討
することができる

新規事業に必要な予算・人員等について考
え、関係者と検討する

事業の立案にあたっては、住民参加を積極的
に推進することができる

住民の参加を呼びかける

事業実施の目的や狙いを明確にし、関係者間
で意思統一をする

新規事業の計画書を作成する

新任栄養士業務指針（県版）

新任時期の保健所管理栄養士の行動目標

市町村栄養士等の役割等を理解し、地域での
活動内容を把握し、明確に説明できる

□健康づくり及び栄養・食生
活改善事業に関連する既存資
料や情報等が収集できる

□地域課題や検討課題に対応
する事業を企画し、計画作成
ができる

新規事業の必要性及び内容を説明できる

調査内容・結果を適切に理解し、関係者にわ
かりやすく提示し、説明できる

国民健康・栄養調査等に関する根拠法令及び
基本的事項を理解する

国民及び県民健康・栄養調査員を組織し、予
算を確認して、調査を実施できる

基本目標

地域（業務）に関する既存資料・衛生統計等
から必要な情報を理解することができる

事業等を通じて関係機関や関係職種又は住民
からニーズ・情報を把握し、整理・選択・保
管することができる

どのような調査が必要であるかを説明できる

健
康
・
栄
養
課
題
の
明
確
化

組
織
体
制

の
整
備

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

 様式９ 



行動目標 目標達成のためにすること

新任時期の保健所管理栄養士の行動目標
基本目標

□事業の評価ができる
地域の実態、事業目的、事業内容、評価指標
を対応させて考えることができる

地域の情報や事業関連の情報を収集する実
態、事業目的、事業内容、評価指標を対応さ
せて整理し、評価する

□継続的に事業の管理ができ
る

わかりやすい評価指標であることを検討する

わかりやすい評価指標を用いて評価する

評価の過程をわかりやすくまとめる

評価結果から課題を明確にし、改善対策を検
討して次の計画を考える

次の計画に向けて自分がすべきことを考える

□市町村栄養改善業務につい
て必要な支援が実施できる

市町村栄養改善業務連絡調整会議等を定期的
に開催することができる

市町村栄養改善業務連絡調整会議等を定期的
に開催する

市町村が行う栄養改善その他生活習慣病の改
善に関する各種事業について基本的事項を理
解する

市町村が行う栄養改善その他生活習慣病の改
善に関する各種事業について基本的事項を理
解する

連絡会等を通して市町村栄養士等の活動に必
要な栄養情報の提供、及びスキルアップのた
めの研修を計画的に実施できる

市町村のニーズを把握し、連絡会等を通して
市町村栄養士等の活動に必要な栄養情報の提
供、及びスキルアップのための研修を企画す
る

□医療機関等との連携のも
と、適切な専門的栄養指導が
実施できる

健康増進法に基づいて、専門的栄養指導に関
する基本的な概念等を理解することができる

食事と関連深い疾病についての各学会基準、
治療指針、治療ガイドライン等の情報収集を
し、理解する

栄養面、安全面を含めた健康や栄養に関する
情報源を知る

関係機関、関係団体が開催する会議等に必要
に応じて参加する

□市町村栄養改善業務に役立
つ情報が提供できる

市町村の食育推進計画等関係機関が行う調査
研究を理解する

必要に応じて市町村に情報提供する

地域の食文化について情報を収集する

関係機関、関係団体が行っている地域の食文
化の育成や伝承に関する各種事業について、
理解する

関係機関、関係団体が行っている地元産品の
消費拡大事業について情報を収集する

地域産物の活用について、必要に応じ関係機
関、関係団体と連携を図る

圏域計画等にどのように「食生活指針」が盛
り込んであるかを理解する

関係機関、関係団体が行っている「食事バラ
ンスガイド」普及事業について情報を収集す
る

食事バランスガイドについて地域の食材を活
用した説明ができる

関係団体が「食事バランスガイド」が活用で
きるよう支援する

□食品の栄養面、安全面を含
めた健康や栄養に関する正し
い情報が収集できる

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
施
策

の
推
進

関係機関、関係団体連携し、情報を共有する
ことができる

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
徹
底
の

た
め
の
施
策
の
推
進

住民にとって身近でわかりやすくかつ科学的
に基づく指標を用いて評価できる

ＰＤＣＡサイクルに基づき継続的に事業の管
理ができる

社
会
生
活
を
自
律
的
に
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
維
持
及
び
向
上

の
た
め
の
施
策
の
推
進

□食生活に関する正しい知識
の普及を図り定着化をすすめ
ることができる

関係機関との連携により、情報収集、調査研
究をすすめることができる

関係機関、関係団体及び住民と連携し、地域
に根ざした食文化の育成や伝承を図ることが
できる

関係機関、関係団体及び住民と連携し、地域
産物の活用を推進することができる

関係機関、関係団体と連携し、「食生活指
針」や「食事バランスガイド」の普及や活用
を図ることができる



行動目標 目標達成のためにすること

新任時期の保健所管理栄養士の行動目標
基本目標

□法令を正しく理解し、特定
給食施設等の指導が実施でき
る

特定給食施設指導に関する根拠法令及び基本
的事項を理解することができる

特定給食施設指導に関する根拠法令及び特定
給食施設等における栄養管理・指導実施要
領、特定給食施設指導マニュアル等で基本的
事項を理解する

栄養管理状況報告書を取りまとめ、各施設の
実施状況を把握する

特定給食施設、小規模給食施設の設置届を受
理し、指導対象施設を把握する

各施設から提出された栄養管理報告書に記載
されている「やせ・肥満者」の状況等を確認
する

実施調査及び実地指導において、施設の担当
者及び所内関係職種と調整する

実地調査及び実地指導をするための計画を作
成し、準備する

特定給食施設指導マニュアルのチェックポイ
ントにより状況把握をする

前回の指導・助言内容もふまえ、状況に応じ
て指導・助言、情報提供をする

各施設の栄養管理状況、指導・助言内容を記
録する

健康づくり応援店の表示状況、ニーズ等を把
握することができる

健康づくり応援店の台帳管理をする

関係機関・団体と健康づくり応援店の表示状
況を確認する

食品の栄養面、安全面を含めた健康や栄養に
関する正しい情報を収集できる

健康な食事について理解する

関係課と調整し、飲食店等が参加する研修会
等で、必要な情報提供を行う

栄養表示適正化指導に関する根拠法令及び基
本的事項を理解することができる

栄養表示適正化指導に関する根拠法令及び基
本的事項を理解する

食品の栄養表示に関する事業者からの相談
を、栄養表示基準等に従い、的確に応じるこ
とができる

食品の栄養表示に関する事業者からの相談
を、栄養表示基準等に従い、的確に応じる

過去の指導内容を確認し整理する

食品の栄養表示に関する改善指導を、栄養表
示基準等に従い、適確に指導行う

地域栄養士等の役割等を理解する

地域での活動内容を把握する

地域活動栄養士のニーズを把握する

情報提供の場や研修会を企画する

地域ボランティア団体の役割等を理解する

地域ボランティア団体の地域での活動内容を
把握する

地域ボランティア団体の活動に必要な最新の
栄養情報の提供、及びスキルアップのための
研修を計画的に実施できる

研修会を企画する

□管理栄養士・栄養士の育成
に協力する

臨地訓練実習生の指導計画を作成し、実習生
指導が実施できる

指導計画書を作成する

指導計画に基づき、関係機関、関係者の調整
をする

実地調査及び指導において、マニュアルをも
とに調査及び状況に応じた指導と助言を実施
し、記録ができる

□法令を正しく理解し、栄養
表示適正化にむけた助言・指
導を行う

実地調査及び指導において、各施設の担当者
及び所内関係職種と調整し、実地調査を実施
するための計画・準備ができる

飲
食
店
に
お
け
る
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
等
の
促

進

□健康づくり応援店等飲食店
や惣菜店に対し、必要な情報
提供ができる

食品の栄養表示に関する改善指導を、栄養表
示基準等に従い、適確に指導ができる

特
定
給
食
施
設
に
お
け
る
栄
養
管
理
状
況
の
把
握
及
び
評
価
に

基
づ
く
指
導

地域活動栄養士等の役割等を理解し、地域で
の活動内容を把握し、明確に説明できる

地域活動栄養士等の活動に必要な最新の栄養
情報の提供、及びスキルアップのための研修
を計画的に実施できる

地域ボランティア団体の役割等を理解し、地
域での活動内容を把握し、説明できる

地
位
の
栄
養
ケ
ア
等
の
拠
点
の
整
備

管
理
栄
養
士
等

の
育
成

□栄養改善活動が円滑適切に
実施できるよう、人材育成・
支援を行う



行動目標 目標達成のためにすること

新任時期の保健所管理栄養士の行動目標
基本目標

根拠法令を理解する

食育推進計画等各種計画を理解する

関係機関における健康づくり・食育活動等の
情報収集をする

関係機関における健康づくり・食育推進事業
等の課題を理解する

課題解決のための研修会を企画する

関係機関での健康づくり・食育推進事業等の
状況を把握し課題を整理する

必要に応じて支援する

食育ネットワーク会議等に関する計画書、報
告書に状況を把握する

食育ネットワーク会議等を企画する

関係機関栄養士連絡会に参加する

□健康危機事例が発生した際
に対応することができる

県、市町村の防災計画や健康危機管理マニュ
アルを理解し、わからないところを指導者に
聞く

自分の行動をイメージする

災害時に食生活支援を必要とするものを把握
する

食料備蓄促進のための普及啓発方法について
検討する

指揮者の指示に基づいて行動する

災害者の身体状況に応じた食料提供や栄養管
理等について検討し適切に対応する

□関係機関と連携した健康づ
くり・食育推進事業等につい
て評価し、適切な支援が実施
できる

災害発生に備えて普及啓発について検討する
ことができる

健康危機管理マニュアル等を理解することが
できる

指揮者の指示に従ったチームの一員としての
行動を理解することができる

健
康
危
機
管
理
へ
の
対
応

健康づくり・食育推進事業等に関する基本的
事項を理解することがてきる

関係機関における健康づくり・食育推進事業
等の課題を理解し、その解決に向けたテーマ
で研修会を計画・運営が実施できる

関係機関での健康づくり・食育推進事業等に
ついて、施設の状況に応じた支援が実施でき
る

関係施設間の情報及び意見の交換が促進され
るよう、連絡会等が企画・運営できる

健
康
増
進
に
資
す
る
食
に
関
す
る
多
領
域
の
施
策
の
推
進



H27.3月改正

行動目標 目標達成のためにすること

□連携体制づくりを進めるこ
とができる

市町村内の関係部局の関係職員・関係事
業を把握する

定例的に情報の共有化を推進する

関係する機関、団体、企業、住民との情
報交換を進める

連携体制づくりを進める

□現在設定されている地域課
題が理解できる

地域の情報や事業関連の情報を収集する

□健康づくり及び栄養・食生
活の改善等の事業を通じて、
資料や情報等が収集できる

保健所又は県が実施した調査結果を収集
する

□保健所や県が実施した調査
結果、統計等の資料が収集で
きる

市町村計画、事業報告書等から課題を把
握する

□収集した既存資料や情報等
を理解し、分析できる

事業等を通じて関係機関や関係職種又は
住民からニーズ・情報を収集する

情報を整理し保管する

収集した情報をもとにその内容を理解
し、地域の健康課題を明確にすることが
できる

情報を分析し課題を明確にする

□収集した情報等を踏まえ、
実態調査の企画が立案できる

どのような場合に調査が必要であるか判
断できる

地域の課題を整理し、調査必要性の有無
を判断をする

調査の目的を明確にする

調査方法を検討し、必要に応じて計画書
を作成する

調査に必要な関係機関や団体等との連
絡・調整することができる

調査に必要な関係機関、団体等を把握す
る

調査に必要なスタッフのそれぞれの役割
を理解し、自らの役割を確実に実行でき
る

必要なスタッフそれぞれの役割を理解す
るとともに、自分の役割を明確にする。

調査内容・結果を適切に理解する

関係者にわかりやすく提示するための資
料を作る

調査結果を適切に分析し、まとめること
ができる

調査結果を適切に分析し、わかりやすく
まとめ、課題を明確にする

調査の方法を理解することができる 保健所が実施する調査を見学する

新任栄養士業務指針(市町村版）

基本目標
新任時期の栄養士の行動目標

地域（業務）に関する既存資料・衛生統
計等から必要な情報を理解することがで

きる

事業等を通じて関係機関や関係職種又は
住民からニーズ・情報を把握し、整理・
選択・保管することができる

組
織
体
制
の
整
備

健康づくり及び栄養・食生活改善に関す
る施策を総合的かつ計画的に推進するた
め、市町村内の関係部局と横断的な連携
を図ることができる

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

どのような調査が必要であるかを説明で
きる

健
康
・
栄
養
課
題
の
明
確
化

調査内容・結果を適切に理解し、関係者
にわかりやすく提示し、説明できる

様式 10 



行動目標 目標達成のためにすること
基本目標

新任時期の栄養士の行動目標

□地域課題に対応できる
前年度事業の課題を把握することができ
る

各種計画書、事業計画書、事業報告書等
から事業の課題を把握する

□健康課題に取り組むため、
目標を設定し、事業を企画立
案することができる

既存事業の目的を地域の特性・ニーズと
関連づけて理解することができる

既存事業の目的を地域の特性・ニーズと
関連づける

□各種計画の策定に参画する
ことができる

地域課題が既存事業で解決できる方向に
あるのか検討することができる

地域課題と既存事業の目的を関連づけ、
事業検討をする

必要に応じて新規事業を立案することが
できる

関係者や関係機関とともに、既存事業を
評価し、必要に応じて新たな取り組みに
ついて考える

新規事業に必要な予算・人員等について
検討することができる

新規事業を実施するに当たり、必要な予
算・人員等について考え、関係者と検討
する

事業の立案にあたっては、住民参加を積
極的に推進することができる

住民参加を呼びかける

事業実施の目的や狙いを明確にし、関係
者間で意思統一をする

新規事業の計画書を作成する

市町村の各種計画の策定に積極的に参画
することができる

把握した実態や分析結果を各種計画に反
映させる

保健所との連携を図る

□事業の評価ができる
地域の実態、事業目的、事業内容を対応
させて考えることができる

地域の実態、事業目的、事業内容、評価
指標を対応させて整理し評価する

□継続的に事業の管理ができ
る

わかりやすい評価指標であるかどうかを
検討する

わかりやすい評価指標を用いて評価する

評価の過程をわかりやすくまとめる

評価結果から課題を明確にし、改善策を
検討して次の計画を考える

次の計画に向けて自分がすべきことを考
える

健康増進計画や特定健康診査等実施計画
等で地域の実態、目標等を確認する

特定保健指導、健康相談、健康教育等で
対象者の健康・栄養状態や身体活動等の
生活習慣に応じた食生活支援を行う

対象者や地域から得た情報を活用し、地
域全体へ食生活の課題や改善点を啓発す
る

健康増進計画や特定健康診査等実施計画
の評価・進行状況を確認する

職域に関係する機関・団体等及びその事
業等を把握する

関係機関・団体と連携し、働き盛りの世
代に対して健康や食生活に関する学習の
機会を提供し行動変容への支援を行う

生活習慣病の予防を図る観点から、対象
者の健康・栄養状態や各種普及啓発活動
を通じて、自分の健康を自分で守る意識
を住民に育てることができる

職域との連携により働き盛りの世代に対
して行動変容の支援を行うことができる

住民にとって身近でわかりやすく、かつ
科学的根拠に基づく指標を用いて評価が
できる

ＰＤＣＡサイクルに基づき継続的に事業
の管理ができる

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
徹
底
の

た
め
の
施
策
の
推
進

□成人期
市町村健康増進計画や特定健
康診査等実施計画等を踏ま
え、地域の生活習慣病対策を
総合的かつ効果的に展開する
ことができる

新規事業の必要性及び内容を説明できる



行動目標 目標達成のためにすること
基本目標

新任時期の栄養士の行動目標

次世代育成支援対策や健やか親子２１の
考え方を理解することができる

次世代育成支援計画、健やか親子２１計
画等、資料を確認する

指導記録・事業のまとめ等の資料を読
み、妊産婦の栄養・食生活の課題を確認
する

食生活支援の計画をたて、支援・教育を
実施する

育児支援の観点も含め、子育てを行って
いる家庭に対する食生活支援を行うこと
ができる

育児支援の観点から「妊産婦のための食
生活指針」「授乳・離乳の支援ガイド」
を確認し、食生活指導を行う

子育て支援に関係する機関・団体・グ
ループ等を把握する

保育所・医療機関等関係する機関・団
体・家庭等と連携して食生活支援を行う

育児困難家庭への支援ができる 地域の現状を把握する

親子関係や養育環境等に配慮した食生活
支援を行う

□学童期、思春期の取組を進
めることができる

学校等が行っている食育の取組について
情報収集する

関係機関等と連携した取組を行う

健康教育、健康相談等において介護予防
に関する指導・支援を行う

介護予防に自主的に取り組む地域活動を
把握し、支援を行う

地域の実情により介護予防事業に関して
状況を把握する

地域の実情により関係機関と連携して低
栄養状態を改善するための個別の計画を
作成し、低栄養状態を改善するための支
援を行う

配食サービス等の地域の状況を把握する

必要に応じて配食サービス等を通じた栄
養の確保、食生活支援を検討し、適切な
サービスが提供されるよう支援する

地域の管理栄養士・栄養士の状況を把握
する

地域の管理栄養士・栄養士に必要な情報
を提供することができる体制をつくる

住民組織の育成を図り、ネットワーク化
を進めることができる

住民組織等による活動の特性を理解する

食生活改善推進協議会等ボランティア組
織の活動目標・内容を把握する

食生活改善推進員等地域のボランティア
へ正しい情報を提供する

食生活改善推進員等栄養・食生活改善を
推進する組織等の自主性自立性を尊重し
つつ連携を進める

食
育
推
進
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

の
構
築

次世代育成支援対策や健やか親子２１の
考え方に基づき、妊娠期及び出産期、乳
児期及び幼児期の栄養・食生活支援、健
康教育ができる

地域が一体となった子育て支援を進める
ことができる

家庭、学校等と一体となって「食生活指
針」等に基づいた具体的な取組を進める
ことができる

社
会
生
活
を
自
律
的
に
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能

の
維
持
・
向
上
（

高
齢
者
の
健
康
）

高齢者の健康状態や疾病の状況に応じ
て、高齢者やその家族に対して必要な指
導及び支援ができる

低栄養状態又はそのおそれのある者に対
し、関係機関と連携して低栄養状態を改
善するための支援を行うことができる

高齢者の栄養の確保及び食生活の支援が
図られるよう、適切なサービスが提供さ
れる仕組みづくりを進めることができる

地域の管理栄養士及び栄養士並びに管理
栄養士養成施設等の実習生に対して計画
的に必要な知識を教授することができる

社
会
生
活
を
自
律
的
に
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
維
持
・
向
上

（

次
世
代
の
健
康
）

管
理
栄
養
士
等

の
育
成

□妊産婦等を対象とした生活
習慣の改善に関する栄養指導
その他の保健指導を行うこと
ができる

□高齢期
高齢期の生活の質（ＱＯＬ）
の向上を目指した健康づくり
を進める観点から、高齢者や
その家族に対して必要な指導
及び支援を行うことができる

□地域において健康づくり及
び栄養・食生活の取組を推進
する人材を育成することがで
きる

□住民が主体となった健康な
まちづくり（ソーシャルキャ
ピタルを活用した健康なまち
づくり）を積極的に推進する
ことができる



行動目標 目標達成のためにすること
基本目標

新任時期の栄養士の行動目標

□健康危機事例が発生した際
に対応することができる

市町村の防災計画や健康危機管理マニュ
アルを　理解し、わからないところを指
導者に聞く

□災害発生に備えた体制整備
を図ることができる

自分の行動をイメージする

災害時に食生活支援を必要とする者の把
握をする

食料備蓄促進のための普及啓発方法につ
いて検討する

健康危機発生時には指揮者の指示に従っ
たチームの一員としての行動を理解する
ことができる

指揮者の指示に基づいて行動する

被災者の身体状況に応じた食料提供や栄
養管理等について検討し適切に対応する

健
康
危
機
管
理
へ
の
対
応

健康危機管理マニュアルを理解すること
ができる

災害発生に備えて普及啓発について検討
することができる
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１．目標を具体化しましょう

　例：「新任栄養士の目標シート」（様式７）

6

新任栄養士の目標シートの使い方
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様式７
【 新任栄養士の目標シート 】

ゴール（具体的な達成目標）

ビジョン
（はっきりとした願いや思い：何をどうしたいか）
その理由

達成方法

《記載例》

自己評価チェックシート（新任時期に身につけたい業務チェックシート）の使い方

２．業務を通じて達成度を見てみましょう

　例：「自己評価チェックシート（新任時期に身につけたい業務チェックシート）」（様式８）
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＜様式例＞

様式１．食生活支援記録票
様式２．教室等実施までの作業手順シート
様式３．教室等事業実施までのチェックリスト
様式４．教室等グループ支援計画・評価記録用紙
様式５．保健活動・事業評価表
様式６．地区視診ガイドライン（エスノグラフィー）

様式７．新任栄養士の目標シート
様式８－１．自己評価チェックシート（専門能力）

様式８－２．自己評価チェックシート（専門能力）

様式８－３．自己評価チェックシート（行政能力）

　全て、添付のＣＤ－Ｒに登載されていますので、
ダウンロードして活用してください。
　各職場で使いやすい様式に改編して

ご活用ください。

7
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食生活支援記録票
対　象　者　氏名：　　　　　　　　　（　　　　歳），　性別：男・女

住　　　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，電話：

相談場所等　場所：自宅・他（　 　　），　　年　　月　　日（　 ），　　時　　分～　　時　　分

■支援目的　　初回・　　回目（初回の場合は訪問に至る経緯を記載）

■家族関係

■観察事項
主観的データ（Ｓ）

客観的データ（Ｏ）

■評価（Ａ）

■今後の計画（Ｐ）

■援助内容・反応
栄養士の援助内容

対象者・家族の反応

■特記事項

栄養士氏名：

様式１
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教
室
等
実
施
ま
で
の
作
業
手
順
シ
ー
ト

仕
事
の
流
れ

主
な
内
容

具
体
的
方
法

根
拠
と
な
る
法
令
・
規
則

疑
問
点
・
問
題
点
・
課
題
点

企
画

事
前

準
備

事
前

準
備

事
前

準
備

最
終

確
認

実
　

施

実
施

後

様
式
２
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様
式
３

教
室
等
事
業
実
施
ま
で
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

仕
事
の
流
れ

主
な
内
容

具
体
的
方
法

チ
ェ
ッ
ク

企
　
　
画

事
前
準
備

事
前
準
備

最
終
確
認

実
　
　
施

実
施

後
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教
室
等
グ
ル
ー
プ
支
援
計
画
・
評
価
記
録
用
紙

＜
対
策
＞

＜
地
域
の
健
康
課
題
は
何
か
??
＞

課
題
を
解
決

す
る
た
め
に

教
室
で
見
い
出
し
た
課
題

他
の
事
業
の
中
で
解
決
し
た
方
が
良
い
事
柄

あ
ら
た
な
事
業
の
提
案

様
式
４
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保
健
活
動
・
事
業
評
価
表

様
式
５
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地
区
視
診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

様
式
６
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地
区
視
診
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

＊
日
々
の
保
健
師
活
動
の
中
で
住
民
の
声
を
聞
い
た
り
、
地
域
を
回
っ
た
り
し
な
が
ら
そ
の
雰
囲
気
を
知
る
方
法
。
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様
式
７

【
 新

任
栄
養
士
の
目
標
シ
ー
ト
 】

ゴ
ー
ル

（
具
体
的
な
達
成
目
標
）

ビ
ジ
ョ
ン

（
は
っ
き
り
と
し
た
願
い
や
思
い
：
何
を
ど
う
し
た
い
か
）

そ
の
理
由

達
成
方
法
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様式８－１自己評価チェックシート「新任時期に身につけたい事柄」：専門能力編№１



～59 60

様式８－２自己評価チェックシート「新任時期に身につけたい事柄」：専門能力編№２
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様
式
８
－
３

自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
「
新
任
時
期
に
身
に
つ
け
た
い
事
柄
」：
行
政
能
力
編

62
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表４　指導者の配置とその役割

１．職場における指導体制

　⑴　指導責任者、プリセプター、サポーター等の配置とその役割

＜参考＞

指導者の基本姿勢（教師に要求される仕事とそのための力量から考える！）

①人間はだれでも成長発達する豊かな可能性を秘めており、その可能性を現実化して自

分を拡大し、変革していきたいという願いを持っている。

②個々の内面を知り、思いや考えを理解する技術や能力が求められている。

③指導者自身も人間としての発達途上にあり、人格形成の過程を歩んでいる。「教える

ことは教えられることである」教育は、教えられる側と指導者との人間的発達を同時

にめざしていく活動である。
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新任行政栄養士の指導体制

職場外研修

　　専門研修
　　　・保健所管理栄養士による指導
　　　・他市町の栄養士活動見学
　　　・施設見学
　　　・県新任保健師等研修
　　行政研修
　　　・自治研修
職場内研修
　　　・プリセプターによる指導
　　　・地域活動栄養士の指導の見学
自 己 啓 発
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別
紙

行
動
目
標
と
指
導
方
法
（
評
価
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
）

行
動
目
標
　
１
）
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
企
画
案
を
作
成
で
き
る

(大
目
標
)　

２
）
個
人
・
家
族
・
集
団
に
対
し
て
適
切
な
栄
養
指
導
が
で
き
る
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図９　職場内の指導体制及び保健所管内の指導体制
（｢新任時期の保健師支援プログラム｣より抜粋）

　⑵　新任栄養士個人にあった支援プログラムの作成

　⑶　新任栄養士個人にあった支援プログラムの管理

２．地域における指導体制

県：保健所保健指導担当者会・現任教育支援検討会

保健所：保健所管内の研修・保健所管内指導者連絡会等

報告・連絡・相談

指導・助言
新任保健師 プリセプター

（若手の中堅保健師）
（県）新任保
健師研修

（県）中堅の研修保
健活動企画研修

（県）指導者研修
指導者

（係長クラス）

評価会議

指導・助言

報告・連絡・相談相談
指導・助言
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自己啓発ジョブローテーション職場外研修
（Off -JT）

職場内研修
（OJT）

現任教育体系の骨格

専門研修 行政研修

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

⑴　現任教育体系

図10　教育体系図
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個人の
エンパワーメント

グループの
エンパワーメント

コミュニティー
エンパワーメント

⑵　公衆衛生活動のアプローチ方法

図11　アプローチの三様式

図12　活動の広がりと相互作用

Community
Approach

Group
Approach

Individual
Approach
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課題解決
のための取り組み

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

⑶　健康づくり活動

１．地域保健活動の特徴

２．地域を対象とした保健活動の必然性

図13　課題解決のための取り組み全体、個人的取り組み、組織的取り組みの関係

個人的取り組み
組織的取り組み
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図14　個人の禁煙への行動変容

図15　高血圧症の管理

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

３．課題解決のための取り組み例

禁煙しようと思いやすい地域づくりを目指す
禁煙しようと思えば禁煙しやすい地域づくりを目指す
子どもが喫煙しなくてすむ地域づくりを目指す

個人的努力

家族・グループ支援

社会環境づくり

安心して高血圧の管理ができる地域づくりを目指す
さらに高血圧にならない地域づくりを目指す

個人的努力

家族・グループ支援

社会環境づくり
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図16　健康な地域づくりのイメージ図

「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

４．健康な地域づくりとは

（島内1987，吉田・藤内1995を一部改変）

５．健康なまちづくりと疾病予防・介護予防対策との関係
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

図17　健康なまちづくりと疾病予防・介護予防対策の関係

ポピュレーションアプローチ ハイリスクアプローチ 特定高齢者施策 一般高齢者施策

メタボリック
シンドローム対策

働き盛りの健康づくり

介護予防対策

高齢者の健康づくり

健康なまちづくり

コミュニティアプローチとは

ハイリスクアプローチ・ポピュレーションアプローチとは
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋

⑸　知っておきたい用語
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「新任時期の保健師支援プログラム」より抜粋
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⑷　引用文献、参考文献
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新任時期の行政栄養士支援プログラム
作成検討会名簿

＜助言者＞

＜検討メンバー＞

＜事務局＞
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　１グループ（栄養士4名・歯科衛
生士1名）では、「あなたの隣の栄
養士・歯科衛生士」として竹の子を
イメージし、竹のように大空を目指
してグングンと成長していきたい。
たとえつまずくことがあっても、し
なやかに倒れず、竹を割ったような
さばさばした人でありたいという思
いを表現しました。

　２グループ（栄養士
5名）では、気取らな
い、飽きのこない、食
卓にかかせないもので
あるみそ汁のような栄
養士をイメージして表
現しました。

（参考）
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